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8.1.3 その他の環境 

1. 風車の影 

(1)調査結果の概要 

①  土地利用の状況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺とした。 

(b) 調査結果 

対象事業実施区域及びその周辺の配慮が特に必要な施設及び住宅等の分布は第

8.1.3.1-1図のとおりである。風力発電機から 2kmの範囲には集落が点在しており、最

寄りの集落としては、対象事業実施区域から約 200～400m の距離に田代町、船木町、

敷佐町及び大川原町がある。 

対象事業実施区域周辺の土地利用の状況について、「第 6 回・第 7 回自然環境保全

基礎調査（植生調査）現存植生図」（環境省生物多様性センター HP）を利用して整

理した結果は、第 3.1-18 図のとおりであり、対象事業実施区域の大部分はスギ・ヒノ

キ・サワラ植林及びシイ・カシ二次林であり、次いでクロマツ植林となっている。 

 

②  地形の状況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺とした。 

(b) 調査結果 

対象事業実施区域周辺の地形は、「土地分類基本調査 地形分類図【佐世保】 5

万分の 1」（長崎県、昭和 53 年）によれば、海岸線に並行して崖、丘陵地、その内側

に火山麓地等が分布しており、対象事業実施区域は、大部分が中起伏火山地に位置し

ている（「3.1.4地形及び地質の状況 1.地形の状況」参照）。 

また、標高の状況は第 8.1.3.1-2図のとおりであり、風力発電機の設置位置は、標高

200～300m前後の尾根部となっている。 
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第 8.1.3.1-1 図 土地利用の状況 
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第 8.1.3.1-2 図 標高の状況 

  

「基盤地図情報数値標高モデル 10m メッ

シュ」（国土地理院 HP、閲覧：令和元年 7

月）            より作成 
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b. 現地調査 

(a) 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺とした。 

(b) 調査地点 

第 8.1.3.1-3 図のとおりであり、調査地域内の住宅等集合地域のうち、風車の影がか

かる可能性がある調査地点 4 地点を中心に風力発電機からの距離が近く風車の影のか

かる時間が長くなると考えられる住宅について調査を行った。 

(c) 調査期間 

平成 26年 4月 1日、平成 30年 5月 26日 

(d) 調査方法 

風力発電機方向の視認状況を把握するために、各地点で写真撮影を行った。 

(e) 調査結果 

各調査地点における写真は第 8.1.3.1-1表のとおりである。 

各住宅についての調査結果は第 8.1.3.1-4表に予測結果と併せて記載した。 

 

第 8.1.3.1-1 表 現地調査結果 

①大川原町 ②船木町 

  

③船木町 ④敷佐町 
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第 8.1.3.1-3 図 風車の影の現地調査位置 
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(2)予測及び評価の結果 

①  土地又は工作物の存在及び供用 

a. 施設の稼働 

(a) 環境保全措置 

施設の稼働に伴う風車の影による周辺環境への影響を低減するため、以下の環境保

全措置を講じる。 

・準備書時には 17 基を予定していた風力発電機の設置数を 11 基に減らす計画と

する。 

・風力発電機は、住宅等から可能な限り離隔をとり、風車の影がかかりにくい位

置に配置する。 

・風車の影による影響が生じた場合、その旨をご相談頂きやすい体制並びに迅速

な対応を図る体制を構築し、事前にそれらの体制について周知する。 

 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

風力発電機から 2kmの範囲とした。 

ｲ. 予測地点 

予測地域内の家屋集合地域とした。 

ｳ. 予測対象時期 

全ての風力発電施設が定格出力で運転している時期とし、年間のほかに代表的な

時期として冬至、春分、夏至、秋分についての予測を行った。 
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ｴ. 予測手法 

ブレードの回転によりシャドーフリッカーのかかる時間を、シミュレーションに

より算出し、年間及び代表的な時期の等時間日影図並びに現地調査結果を踏まえ、

住宅等への影響を予測した。 

(ｱ) 予測条件 

【実気象条件を考慮しない場合】 

予測条件は第 8.1.3.1-2表のとおりである。 

 

第 8.1.3.1-2 表 風車の影の予測条件 

項目 予測条件 

風力発電機 
ハブ高さ 72.5m 

ローター直径 105m 

気象条件等 

天 気 雲一つない晴天 

風力発電機 常に回転 

ローターの向き 常に太陽に対して正対 

太陽高度 3度以上 

地形等 
地 形 

基盤地図情報数値標高モデル 10mメ

ッシュを使用して計算 

（上記データは 1/25,000地形図のデータを

基に作成されているため、樹木等の植生、

建物等の人工物は未考慮） 

予測対象高さ 2m 

注：「第 5 回風力発電施設に係る環境影響評価の基本的考え方に関する検討会資料 

資料 4 他の環境影響（シャドーフリッカー）に関する調査、予測及び評価につ

いて」 5 ページに記載されているドイツのガイドラインを参照した。 

 

【実気象条件を考慮する場合】 

住宅等において気象条件を考慮しない場合の参照値である年間 30 時間及び 1 日

最大 30 分を超えると予測される住宅については各住宅の風車の影のかかる時間に

風向ごとの有効風速出現率及び各月の日照時間をかけ合わせ、実気象条件を考慮す

る場合の予測を行った。 

第 8.1.3.1-2 表の予測条件に加え、最寄りの地上気象観測地点である平戸特別地

域気象観測所での平年値から求めた各月 1 日あたりの日照時間（第 8.1.3.1-3 表(1)）

及び当該事業地における風況観測の結果より求めた 16 方位におけるカットイン風

速以上、カットアウト風速以下の風速の出現率（第 8.1.3.1-3 表(2)）を基に算出し

た。16 方位におけるカットイン風速以上、カットアウト風速以下の風速の出現率

については北側の風力発電機 5基は風況観測塔 1で得られたデータを、南側の 6基

については風況観測塔 2で得られたデータを使用し計算した。 
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第 8.1.3.1-3 表(1) 平戸特別地域気象観測所の平年値（年・月ごとの値） 

要素 

日照時間（時間） 

各月 1日あたりの 

日照時間（時間） 

合計 
日照率≧40％ 

の日数 

統計期間 1981～2010 1981～2010 

資料年数 30 30 

1月  92.9 10.7 3.00 

2月  114.3 12.8 4.08 

3月  147.3 15.3 4.75 

4月  175.4 16.9 5.85 

5月  188.3 16.8 6.07 

6月  133.2 11.6 4.44 

7月  154 13.3 4.97 

8月  200 18.4 6.45 

9月  160.1 16.1 5.34 

10月  178.1 19.7 5.75 

11月  131.8 15.6 4.39 

12月  108.5 12.7 3.50 

年 1783.8 179.8 － 

 

第 8.1.3.1-3 表(2) 対象事業実施区域における風向出現率 

風向 
出現率 

観測塔 1 観測塔 2 

北北東 9.1% 2.1% 

北東 21.8% 1.5% 

東北東 5.1% 0.9% 

東 0.6% 0.8% 

東南東 1.1% 1.5% 

南東 1.4% 5.0% 

南南東 2.3% 5.0% 

南 5.2% 9.3% 

南南西 6.7% 5.4% 

南西 6.2% 1.7% 

西南西 5.3% 1.0% 

西 5.0% 0.7% 

西北西 5.7% 0.7% 

北西 5.6% 5.9% 

北北西 2.5% 31.7% 

北 5.6% 13.9% 

期間： 

観測塔 1；2013年 8月 1日～2014年 7月 31日 

観測塔 2；2013年 1月 1日～2013年 12月 31日 

カットイン風速：3m/s 

カットアウト風速：25m/s 

 

 

http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/nml_amd_d.php?prec_no=32&block_no=0183&year=&month=1&day=&view=a3
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/nml_amd_d.php?prec_no=32&block_no=0183&year=&month=2&day=&view=a3
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/nml_amd_d.php?prec_no=32&block_no=0183&year=&month=3&day=&view=a3
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/nml_amd_d.php?prec_no=32&block_no=0183&year=&month=4&day=&view=a3
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/nml_amd_d.php?prec_no=32&block_no=0183&year=&month=5&day=&view=a3
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/nml_amd_d.php?prec_no=32&block_no=0183&year=&month=6&day=&view=a3
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/nml_amd_d.php?prec_no=32&block_no=0183&year=&month=7&day=&view=a3
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/nml_amd_d.php?prec_no=32&block_no=0183&year=&month=8&day=&view=a3
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/nml_amd_d.php?prec_no=32&block_no=0183&year=&month=9&day=&view=a3
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/nml_amd_d.php?prec_no=32&block_no=0183&year=&month=10&day=&view=a3
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/nml_amd_d.php?prec_no=32&block_no=0183&year=&month=11&day=&view=a3
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/nml_amd_d.php?prec_no=32&block_no=0183&year=&month=12&day=&view=a3
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ｵ. 予測結果 

予測結果は第 8.1.3.1-4表のとおりである。 

なお、国内には風力発電機によるシャドーフリッカーに関する基準が存在しない

ため、「風力発電所の環境影響評価のポイントと参考事例」（環境省総合環境政策局、

平成 25 年）において示されている海外のガイドラインの指針値より、他国のアセ

ス事例においても参照されており、年間と 1 日最大、実際の気象条件を考慮する場

合としない場合の両方の指針値を設けている、ドイツのガイドラインを参考に、環

境保全目標に設定し予測・評価を行った。 

 

【参照する指針値】 

・（実際の気象条件を考慮しない場合）風車の影がかかる時間が年間 30 時間かつ

1日 30分を超えない。 

・（実際の気象条件を考慮する場合）風車の影がかかる時間が年間 8 時間を超え

ない。 

 

【実気象条件を考慮しない場合】 

本事業からの風車の影がかかる可能性がある範囲と住宅との位置関係は、第

8.1.3.1-4 図のとおりである。また、年間の等時間日影図は第 8.1.3.1-5 図、1 日最大

時間の等時間日影図は第 8.1.3.1-6図のとおりである。 

本事業の実施において、風車の影がかかる可能性がある範囲に配慮が特に必要

な施設は 4施設あるものの、いずれの施設も年間 30時間及び 1日最大 30分を超過

する可能性がある範囲には入っていない。風車の影がかかる可能性がある範囲の住

宅は 314 戸確認された。このうち、風車の影がかかる可能性がある時間が年間 30

時間を超える可能性がある住宅は 44 戸であり、1 日最大 30 分を超える可能性があ

る住宅は 24 戸、年間 30 時間もしくは 1 日最大 30 分を超える可能性がある住宅は

49戸であると予測する。 

調査地点 4 地点及び年間 30 時間もしくは 1 日最大 30 分を超える範囲に入って

いる住宅 49戸における予測結果は、第 8.1.3.1-4表のとおりである。 

また、代表的な時期（冬至、夏至、春分・秋分）の等時間日影図は第 8.1.3.1-7

図のとおりである。大川原町の住宅 1 戸において冬至で、大川原町の住宅 3 戸にお

いて春分・秋分で風車の影がかかる時間が 1日最大 30分を超える可能性がある。 

 

【実気象条件を考慮する場合】 

実気象条件を考慮した予測結果についても第 8.1.3.1-4 表に併記した。実気象条

件を考慮しない場合に参照値を超えていた 49戸のうち第 8.1.3.1-8図に示す 39戸に

おいて年間 8時間を超える結果となった。 

なお、実気象条件を考慮する場合の参照値を超える範囲に入っている住宅につ

いては風力発電機方向の視認状況も併記した。いずれの住宅においても周辺の樹木

及び建造物等により風力発電機方向の視認性が遮蔽されており、風車の影による影

響が生じる可能性は低いものと予測する。  
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第 8.1.3.1-4 表(1) 参照値を超える範囲に入っている住宅における予測結果 

地
区
名 

通
し
番
号 

実気象条件を考慮しない場合 

実気象条件

を考慮する

場合 風力発電機方向の 

視認状況 

実気象の参

照値超過の

可能性 

（遮蔽物を

考慮）※ 
年 間 

1日

最大 
冬至 夏至 

春分· 

秋分 
年 間 

大
川
原
町 

01 32時間 07分 23分 23分 0分 0分 7時間 29分 ― ― 

02 37時間 45分 26分 25分 0分 0分 8時間 55分 

建物の向きは南東であり、
西側には倉庫のような建屋

が、南南西方向には建物が
あるので遮蔽されている。 

△ 

03 43時間 16分 26分 16分 0分 0分 10時間 4分 

建物は南向きで風力発電機

方向は建物よりも背の高い
樹木で覆われており遮蔽さ
れている。 

△ 

04 43時間 50分 29分 28分 0分 0分 10時間 20分 
建物の西側に植栽があるた
め遮蔽されている。 △ 

05 38時間 37分 24分 22分 0分 0分 8時間 59分 

風力発電機方向は建物の手
前にある倉庫で遮蔽され、
植栽がある。 

△ 

06 50時間 34分 31分 31分 0分 0分 11時間 59分 

建物は南向きで建物南側に
植栽がありほぼ遮蔽されて

いる。 
△ 

07 35時間 43分 26分 0分 0分 0分 8時間 25分 

建物は東向きで、風力発電
機方向は建物よりも背の高

い樹木で覆われている。 
△ 

08 30時間 36分 25分 19分 0分 0分 7時間 24分 ― ― 

09 54時間 39分 30分 19分 0分 0分 12時間 50分 
建物の西側に建物や樹木が

あるため遮蔽されている。 △ 

10 42時間 42分 26分 26分 0分 0分 10時間 4分 

風力発電機方向は建物より

も背の高い植栽で覆われて
おり遮蔽されている。 

△ 

11 42時間 08分 26分 18分 0分 0分 9時間 57分 

建物よりも背の高い植栽で

全体が覆われていて、建物
が視認できなかった。 

× 

12 49時間 54分 27分 26分 0分 0分 11時間 44分 

建物は南南西向きで、風力
発電機方向は建物よりも背
の高い樹木で覆われてお

り、遮蔽されている。 

△ 

13 39時間 46分 28分 28分 0分 0分 9時間 32分 

風力発電機方向は建物より
も背の高い樹木で覆われて

おり遮蔽されている。 
× 

14 44時間 57分 29分 0分 0分 0分 10時間 41分 
建物の南西側に樹木がある

ため一部遮蔽されている。 △ 

15 46時間 27分 30分 30分 0分 0分 11時間 4分 

風力発電機方向は建物より
も背の高い樹木で覆われて

おり遮蔽されている。 
× 

16 45時間 11分 27分 0分 0分 0分 10時間 40分 

建物よりも背の高い植栽で

全体が覆われていて、建物
が視認できなかった。 

× 

17 57時間 43分 30分 28分 0分 0分 13時間 42分 
風力発電機方向は植栽等で

遮蔽されている。 △ 

18 55時間 40分 29分 22分 0分 0分 13時間 10分 

風力発電機方向は建物より

も背の高い植栽で覆われて
おり遮蔽されている。 

△ 

19 48時間 11分 29分 0分 0分 0分 11時間 29分 

建物は南南東向きで、風力

発電機方向に背の高い植栽
があり遮蔽されている。 

△ 

20 58時間 04分 33分 30分 0分 0分 13時間 58分 
風力発電機方向は背の高い
樹木等で遮蔽されている。 △ 

  注：表中の＿＿ は参照値を超えない時間を示す。 

※：×は、風力発電機方向の視認性を考慮した結果、実気象条件を考慮した場合の参照値（年間 8 時間）を超過しないと予

測される地点を示す。 

  △は、風力発電機方向の視認性を考慮した結果、風車の影による影響が生じる可能性は低いと予測される住宅を示す。  
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第 8.1.3.1-4 表(2) 参照値を超える範囲に入っている住宅における予測結果 

地
区
名 

通
し
番
号 

実気象条件を考慮しない場合 

実気象条件

を考慮する

場合 風力発電機方向の 

視認状況 

実気象の参

照値超過の

可能性 

（遮蔽物を

考慮）※ 
年 間 

1日

最大 
冬至 

夏

至 

春分· 

秋分 
年 間 

大
川
原
町 

21 41時間 39分 28分 25分 0分 0分 10時間 0分 

風力発電機方向は建物よ
りも背の高い植栽で覆わ
れており、隣の建物にも

遮蔽されている。 

△ 

22 63時間 57分 32分 22分 0分 0分 15時間 13分 
風力発電機方向は植栽等

で遮蔽されている。 △ 

23 43時間 44分 29分 25分 0分 0分 10時間 31分 
隣の建物で遮蔽されてい
る。 △ 

24 56時間 12分 31分 0分 0分 0分 13時間 24分 
風力発電機方向は植栽等
で遮蔽されている。 △ 

25 44時間 26分 29分 25分 0分 14分 10時間 40分 

建物は南向きで、風力発
電機方向に窓はあるもの
の植栽により遮蔽され

る。 

△ 

26 39時間 48分 28分 0分 0分 18分 9時間 35分 

建物は南南西向きであ

り、風力発電機方向に背
の高い樹木があり遮蔽さ
れている。 

△ 

27 54時間 14分 33分 0分 0分 22分 13時間 8分 

建物の西側にある建物や
背の高い植栽等で遮蔽さ
れている。 

△ 

28 45時間 01分 30分 0分 0分 21分 10時間 49分 

風力発電機方向は建物よ
りも背の高い樹木で覆わ

れており遮蔽されてい
る。 

△ 

29 45時間 33分 31分 0分 0分 21分 10時間 58分 

風力発電機方向は建物よ

りも背の高い樹木で覆わ
れており遮蔽されてい
る。 

△ 

30 43時間 19分 31分 0分 0分 17分 10時間 31分 

建物は南南西向きで軒が
長く伸びているため窓に

光が入りにくくなってい
る。また家の西北西方向
に背の高い樹木があり遮

蔽されている。 

△ 

31 53時間 39分 34分 0分 0分 0分 13時間 1分 
西側の建物と植栽で遮蔽
されている。 △ 

32 49時間 59分 33分 0分 0分 0分 12時間 6分 

建物は西向き。ただし、
建物の西側に塀があり、

遮蔽される。 
△ 

33 55時間 38分 35分 0分 0分 0分 13時間 29分 

建物は東南東向きだが南
南西側にも窓がある。東

北東方向の窓は植栽によ
り一部遮蔽される。 

△ 

34 59時間 38分 37分 0分 2分 0分 14時間 16分 

建物は南東向きで、西側
一面に背の高い樹木等が
あるため遮蔽される。 

△ 

35 58時間 38分 35分 0分 6分 0分 13時間 38分 

建物の向きは南南西向き
と推察され（周辺が植栽
に囲まれているので未確

認）、西～北は植栽及び
建物で遮蔽されている。 

△ 

36 50時間 01分 33分 0分 0分 14分 11時間 42分 

建物は南東向きで、西側
には塀と植栽があるため
遮蔽されている。 

△ 

  注：表中の＿＿ は参照値を超えない時間を示す。 

※：×は、風力発電機方向の視認性を考慮した結果、実気象条件を考慮した場合の参照値（年間 8 時間）を超過しないと予

測される地点を示す。 

  △は、風力発電機方向の視認性を考慮した結果、風車の影による影響が生じる可能性は低いと予測される住宅を示す。  
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第 8.1.3.1-4 表(3) 参照値を超える範囲に入っている住宅における予測結果 

地
区
名 

通
し
番
号 

実気象条件を考慮しない場合 

実気象条件

を考慮する

場合 
風力発電機方向の 

視認状況 

実気象の参

照値超過の

可能性 

（遮蔽物を

考慮）※ 
年 間 

1日

最大 
冬至 夏至 

春分· 

秋分 
年 間 

大
川
原
町 

37 60時間 19分 36分 0分 11分 20分 13時間 51分 

建物は東向きで西側
に背の高い樹木があ
り、遮蔽されてい

る。 

△ 

38 42時間 42分 30分 0分 0分 21分 9時間 50分 

建物の周辺には建物

と植栽があり、遮蔽
されている。 

△ 

39 53時間 28分 34分 0分 12分 26分 11時間 49分 

建物は南向きで、風

力発電機方向に植栽
があり遮蔽されてい
る。 

△ 

40 45時間 18分 37分 0分 3分 33分 10時間 56分 

風力発電機方向に家
屋よりも背の高い樹

木があり遮蔽されて
いる。 

× 

41 30時間 45分 38分 0分 0分 35分 7時間 38分 ― ― 

42 49時間 41分 39分 0分 10分 34分 11時間 1分 

風力発電機方向に家
屋よりも背の高い樹
木があり遮蔽されて

いる。 

△ 

船
木
町 

43 27時間 27分 31分 0分 0分 0分 2時間 45分 ― ― 

44 19時間 04分 40分 0分 0分 0分 2時間 23分 ― ― 

45 18時間 04分 41分 0分 0分 0分 2時間 16分 ― ― 

46 22時間 21分 34分 0分 0分 24分 3時間 0分 ― ― 

47 24時間 39分 35分 0分 0分 4分 3時間 44分 ― ― 

48 33時間 37分 36分 0分 0分 0分 6時間 23分 ― ― 

49 30時間 38分 28分 0分 0分 0分 5時間 46分 ― ― 

  注：表中の＿＿ は参照値を超えない時間を示す。 

※：×は、風力発電機方向の視認性を考慮した結果、実気象条件を考慮した場合の参照値（年間 8 時間）を超過しないと予

測される地点を示す。 

  △は、風力発電機方向の視認性を考慮した結果、風車の影による影響が生じる可能性は低いと予測される住宅を示す。  
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第 8.1.3.1-4 図 風車の影の範囲と住宅位置 
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第 8.1.3.1-5 図 等時間日影図（年間） 
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第 8.1.3.1-6 図 等時間日影図（1 日最大） 
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第 8.1.3.1-7 図(1) 等時間日影図（春分・秋分） 
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第 8.1.3.1-7 図(2) 等時間日影図（夏至） 
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第 8.1.3.1-7 図(3) 等時間日影図（冬至） 
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第 8.1.3.1-8 図 実気象条件を考慮した場合 
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(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

施設の稼働に伴う風車の影による周辺環境への影響を低減するため、以下の環境

保全措置を講じる。 

・準備書時には 17 基を予定していた風力発電機の設置数を 11 基に減らす計画と

する。 

・風力発電機は、住宅等から可能な限り離隔をとり、風車の影がかかりにくい位

置に配置する。 

・風車の影による影響が生じた場合、その旨をご相談頂きやすい体制並びに迅速

な対応を図る体制を構築し、事前にそれらの体制について周知する。 

 

設置基数及び配置の検討を行った結果、準備書時には 353 戸あった風車の影がか

かる可能性がある住宅は評価書時には 314 戸となった。それらのうち、実気象条件

時にも風車の影がかかる時間が年間 8 時間を超える可能性がある住宅は 39 戸であ

ると予測する。 

これらの住宅については現地調査の結果から周辺の樹林や建物により風力発電機

方向の視認性が遮蔽されており、風車の影により影響が生じる可能性は低いと予測

されるが、上記のとおり万が一影響が生じた際の措置として自治会長様等を通じて

ご相談頂きやすい体制を作り、事前にその旨を説明することとする。 

また、風車の影の影響についてご意見等頂いた際には迅速に現地確認を行い、

個々の実情に応じた影響時間帯における稼働調整やカーテン、ブラインドの設置等

の追加的な環境保全措置も併せて検討することとし、そのための体制も構築すると

共に周知徹底する。 

なお、施設の稼働後には事後調査を実施し、実際の影響の有無の確認を行い、必

要に応じて関係者と協議し環境保全措置を検討する。 

以上のことから、施設の稼働に伴う風車の影の環境影響は、実行可能な範囲内で

回避又は低減が図られるものと評価する。 
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